
市報

　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言
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の
生
活
に
か
か
わ
る
情
報
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。

携
帯
電
話
に
緊
急
情
報
を
発
信

　
中
で
も
、安
全
安
心
メ
ー
ル「
ま
め

メ
ー
ル
」は
、外
出
中
で
も
携
帯
電
話

で
情
報
を
受
信
で
き
ま
す
。

　「
ま
め
メ
ー
ル
」の
登
録
は
、
携
帯

電
話
か
ら
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で

も
、簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル
送

受
信
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
な

ど
の
通
信
料
は
、
登
録
者
の
負
担
に

な
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更

し
た
場
合
で
、「
ま
め
メ
ー
ル
」
を
引

き
続
き
利
用
す
る
に
は
、
再
度
、
新

規
登
録
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
登
録
内
容
の
変
更
画
面
で
は
、メ
ー

　
平
成
　
年
３
月
　
日
　
時
　
分
に

23

11

14

46

発
生
し
た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」は
、国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録
し
、
東

北
・
関
東
地
方
に
未
曽
有
の
大
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　「
震
度
５
強
」を
記
録
し
た
野
田
市

で
は
、
屋
根
瓦
の
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
倒
壊
、
堤
防
・
道
路
・

公
共
施
設
の
損
傷
な
ど
の
被

害
の
ほ
か
、１
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、
５
人
の
方
が
負
傷

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
震
災
直
後
の
　15

時
に「
災
害
対
策
本
部
」を
立

ち
上
げ
、
市
内
の
被
害
状
況

を
確
認
し
、
必
要
箇
所
の
復

旧
工
事
や
避
難
所
開
設
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
配
布
、
相
談
窓

口
設
置
、
り
災
証
明
書
発
行

な
ど
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

安
全
安
心
メ
ー
ル「
ま
め
メ
ー

ル
」を
活
用
し
、計
画
停
電
の

実
施
予
定
や
公
共
施
設
の
休

館
、
臨
時
給
水
な
ど
皆
さ
ん

（
２
面
に
続
く
）

震災翌日には新聞各紙が１面で報じ震災翌日には新聞各紙が１面で報じたた

 個人情報の漏えいについて
　　　　　深くお詫びいたします
　平成２３年３月２５日、市立福田保育所の保育士が勤務終了後、
食事に立ち寄った店舗の駐車場で施錠した自家用車の窓ガラ
スを割られ、バッグを盗難されるという事件が発生しました。
　バッグの中には、本来持ち出すことが禁じられている児童
１２８人の氏名、性別、生年月日、保護者氏名、住所の個人情
報が記載された書類があったため、警察に被害届を出す一方
で、取り急ぎ該当する児童の保護者に事情を説明するととも
に、３月２６日までに全ての方にお詫びをいたしました。
　個人情報の適正な取り扱いは、全庁的に取り組んできまし
たが、この２年間で４度目の漏えいであり、職員の自覚が欠
如していたとしか言いようのない事件であり、またしてもこ
のような事態が生じたことは誠に遺憾であります。
　市では、今回、児童を安全にお預かりするべき保育所から
このような不祥事が発生したことを重く受け止め、市内全保
育所の職員に対し、個人情報の保護を徹底するとともに再発
防止に向けて努めることといたします。
　関係者をはじめ、市民の皆様には多大なるご迷惑をおかけ
しましたことを心からお詫びいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　野田市長　根本　崇

 い
ま
一

い
ま
一
度度

　
　
  災災
害害
へへ
のの
万万
全全
なな
備備
ええ
をを※

今
号
の
市
報
は
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
で
紙
の
入
手

　
が
困
難
な
た
め
、こ
れ
ま
で
と
異
な
る
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」は
、
東
北
・
関
東
地
方
に
未
曽
有

の
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
震
災
直
後
に「
災
害

対
策
本
部
」を
立
ち
上
げ
、被
害
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、必

要
箇
所
の
復
旧
工
事
や
最
新
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ま
め
メ

ー
ル
で
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

予
想
で
き
ま
せ
ん
が
、常
に
備
え
る
こ
と
で
、被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
総
合
防
災
訓
練
や「
災
害

時
要
援
護
者
支
援
計
画
」策
定
、「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」作
成
な

ど
で「
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。



許許

ル
Ξ
ド
レ
ス
の
ม
ߋ
は
で
き
ま
せ
ん

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
を

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
予

想
で
き
ま
せ
ん
が
、
常
に
備
え
る
こ

と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、地
震
や
火
災
を
は
じ
め
と

す
る
、災
害
に
備
え
て
の
準
備
や
発
生

し
た
と
き
の
対
応
を
掲
載
す
る「
防
災

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
昨
年
４
月
に
自
治

会
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
災
害
別
の
対
応
や
自
主

防
災
組
織
の
活
動
、
災
害
時
に
一
人

で
避
難
が
難
し
く
、
手
助
け
が
必
要

と
な
る
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
「
災
害
時

要
援
護
者
支
援
計
画
」の
仕
組
み
、　19

年
に
作
成
し
た
洪
水
で
浸
水
す
る
可

能
性
の
あ
る
範
囲
を
深
さ
ご
と
に
色

分
け
し
て
地
図
に
示
し
た「
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
避
難
地
図
）」や

同
マ
ッ
プ
作
成
時
に
見
直
し
た
避
難

場
所
マ
ッ
プ
、
非
常
持
ち
出
し
品
の

一
覧
表
、
心
肺
蘇
生
法
を
含
む
応
急

◇新規登録

※詳細は、野田市ホームページ（携帯版を含む）をご覧ください
※空メールを送信する方法以外に、野田市ホームページ（携帯版を含む）
　から、登録手続きを行う方法もあります

　noda-reg@mlreg.tricorn.net

②情報を選択し、登録完了

　上記アドレス宛てに空メールを送信すると、
折り返し、「登録案内メール」が届きます。
　なお、バーコードリーダー機能のある携帯電
話で、右のQRコードを読み込むと、アドレスを
入力する手間が省けます。

①空メールを送信する

　「登録案内メール」に記載されたアドレスをクリックする
と、登録画面のホームページが開きます。
　「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情報」「光化学スモ
ッグ情報」「火災情報」の中から欲しい情報を選択し、確認ボ
タンを押すと登録は完了です。

◆まめメールの登録方法

※空メールとは、件名や本文に何も入力せず送信することです

見やすい場所に備え付けを

《
報
告
》

◆
専
決
処
分
の
報
告（
５
件
）

《
諮
問
》

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と（
４
件
）

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

◆
野
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例

◆
野
田
市
情
報
公
開
条
例
及
び
野
田

市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
野
田
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
野
田
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◆
野
田
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
野
田
市
情
報
化
推
進
協
議
会
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◆
野
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
留
守
家
庭
学
童
保
育
所
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
春
風
館
道
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

災
害
復
旧
補
正
予
算

災
害
復
旧
補
正
予
算
案案
やや

　
     事
業
事
業
なな
　
　
どど 
新
年
度
予
算

新
年
度
予
算
案案
をを
含
む
含
む

       　
議
案
議
案
とと
議
員
発
議
１
件

議
員
発
議
１
件
をを
可
決
可
決

4040

　
２
月
　
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
平
成
　
年
第
１
回
定
例
市

28

23

議
会
は
、保
育
所
や
文
化
会
館
な
ど
の
災
害
復
旧
補
正
予
算

案
や
、合
併
特
例
債
事
業
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
を

含
む
新
年
度
予
算
案
な
ど
　
議
案
、容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

40

法
を
改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の

法
律
の
制
定
を
求
め
る
議
員
発
議
１
件
を
可
決
し
、３
月
　28

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

 平
成
　
年
第
１
回
定
例
市
議
会

２３

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

合
　
併

特
例
債

　
訓
練
で
は
、
野
田
市
に
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
し
、
市
内
各
所
で
家

屋
の
倒
壊
や
火
災
が
生
じ
、多
く
の
負

傷
者
も
出
て
い
る
と
い
う
想
定
で
、消

防
本
部
や
野
田
警
察
署
な
ど
を
中
心

に
多
く
の
団
体
や
市
民
の
方
が
約
千

人
参
加
し
、避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難

誘
導
、小
学
生
に
よ
る
初
期
消
火
な
ど

　
の
訓
練
で
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

12【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
、
ま
め
メ

ー
ル
は
企
画
調
整
課
、
災
害
時
要
援

護
者
支
援
計
画
の
う
ち
障
が
い
者
の

こ
と
は
社
会
福
祉
課
、
高
齢
者
の
こ

と
は
高
齢
者
福
祉
課
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
管
理
課

手
当
の
方
法
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
防
災
に
役
立
つ
情
報
を
イ
ラ

ス
ト
や
地
図
な
ど
を
使
っ
て
、
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
、市
役
所
や
関
宿
支
所
、各

出
張
所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
、
毎
年
９
月

１
日
の「
防
災
の
日
」に
文
化
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
を
会
場
に
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【登 録 用】
QRコード



距

す
る
条
例

◆
野
田
市
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
野
田
市
立
花
輪
保
育
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定

◆
野
田
市
総
合
公
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定

◆
野
田
市
野
田
公
民
館
及
び
野
田
市

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定

◆
財
産
の
無
償
譲
渡

◆
財
産
の
無
償
貸
付
け

◆
野
田
市
新
不
燃
物
処
理
施
設
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の

制
定
に
関
す
る
協
議

◆
松
戸
市
ほ
か
５
市
消
防
指
令
事
務

協
議
会
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計
予
算

２３

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
国
民
健
康
保

２３

険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

２３

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特

２３

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
介
護
保
険
特

２３

別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
次
木
親
野
井

２３

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
後
期
高
齢
者

２３

医
療
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
水
道
事
業
会

２３

計
予
算

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計
補

２２

正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
国
民
健
康
保

２２

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

２２

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
用
地
取
得
特

２２

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
介
護
保
険
特

２２

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
次
木
親
野
井

２２

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

《
追
加
し
可
決
さ
れ
た
議
案
》

◆
野
田
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◆
野
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

（
２
件
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
一
般
会
計
補

２２

正
予
算（
第
４
号
）

◆
平
成
　
年
度
野
田
市
下
水
道
事
業

２２

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

《
可
決
さ
れ
た
議
員
発
議
》

◆
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正

し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
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■求職者総合支援センター案内図 　
昨
今
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
背
景

に
、
就
労
し
て
安
定
的
な
自
立
生
活

を
望
ん
で
い
る
も
の
の
、
多
重
債
務

や
心
の
健
康
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）問
題
、
社
会
生

活
へ
の
不
適
応
な
ど
の
多
様
な
問
題

に
直
面
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
求

職
者
は
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
、
就
労
だ
け
で
な

く
生
活
支
援
も
含
め
た
国
の「
パ
ー
ソ

ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
」モ
デ

ル
事
業
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、　
月
12

に
全
国
　
か
所
の
一
つ
に
選
ば
れ
た

13

こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
や
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
個
別
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

４
月
　
日
に「
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

18

タ
ー（
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
）」を
市
役
所
２
階
に
開
設
し
ま
す
。

個
別
に
支
援
計
画
を
策
定

　
事
業
の
内
容
は
、相
談
員（
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）２
名
が
支
援
対
象

者
と
個
別
に
相
談
し
、
最
終
目
標
を

設
定
し
た
上
で
、目
標
達
成
に
向
け
た

支
援
計
画
の
策
定
を
行
う
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
、
福
祉
事
務
所
や
保

健
所
な
ど
と
連
携
し
た
生
活
支
援
を

は
じ
め
、
無
料
職
業
紹
介
所
や
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
労
支
援
、

さ
ら
に
は
必
要
に
応
じ
て
職
業
訓
練

も
行
い
、
就
労
後
も
自
立
生
活
が
軌

道
に
乗
る
ま
で
継
続
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
セ
ン
タ
ー
の
開
所
日
は
無

料
職
業
紹
介
所
の
開
所
日
に
合
わ
せ
、

月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
日
で
、
開
所

時
間
は
９
時
か
ら
　
時
ま
で
で
す
。

17

【
問
合
せ
】
商
工
課
、
求
職
者
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
８
 
４
０

３
８（
　
日
以
降
、
開
所
日
の
み
）　

18

－

 ４
月
４
月
　
日日
か
ら
か
ら

1818

　
 求
職
求
職
者者
総総
合合

支支
援援 
セ
ン
タ

セ
ン
タ
ーー
をを
開
設
開
設

　
市
で
は
、平
成
　
年
に
開
設
し
た
無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用

16

し
て
、障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
を
対
象
に
、そ
れ
ぞ

れ
の
適
性
に
合
っ
た
職
種
の
求
人
開
拓
や
提
供
を
は
じ
め
、相

談
か
ら
就
職
後
ま
で
継
続
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
４
月
　
日
か
ら
は
、就
労
し
自
立
を
望
む
生
活
困
窮
者
を
対

18

象
と
し
て
、生
活
支
援
も
含
め
た
個
別
相
談
と
支
援
計
画
策
定

な
ど
を
行
う「
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

農
家
で
働
き
た
い
方
の
手
助
け
を

時
間
や
賃
金
な
ど
を
記
入
し
た
登
録

票
と
、
利
用
者
の
登
録
票
閲
覧
を
認

め
る
承
諾
書
を
提
出

【
利
用
方
法
】
農
政
課
と
各
農
協
の

窓
口
で
閲
覧
で
き
る
登
録
票
か
ら
、

自
分
の
条
件
に
あ
っ
た
相
手
に
直
接

連
絡
し
、交
渉

　
ま
た
、契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
、

雇
用
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
、
農
政

課
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

　
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
か
ら

労
働
力
を
提
供
し
て
ほ
し
い
農
家
と
、

農
業
に
関
心
を
持
ち
、
農
家
で
働
き

た
い
方
が
短
期
間
労
働（
パ
ー
ト
）を

基
本
と
し
て
、
お
互
い
の
条
件
に
合

っ
た
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
市
で
は
、
援
農
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
の
利
用
に
は
、
事
前

に
農
政
課
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

【
登
録
方
法
】
氏
名
や
住
所
、
労
働

　
国
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
支
給

22

し
て
い
る「
子
ど
も
手
当
」が
、　
年
３

23

月
で
終
了
す
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
、
暫
定
的
に
支
給
期

間
を
４
月
か
ら
９
月
ま
で
６
か
月
間
、

延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、　
年
度
と

22

同
様
に
中
学
３
年
生（
　
歳
に
到
達
し

15

た
後
の
最
初
の
３
月
　
日
）ま
で
の
子

31

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

所
得
制
限
を
行
わ
ず
に
、
子
ど
も
一

人
に
つ
き
、
月
額
１
万
３
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
、
子
ど
も
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
方
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
生
や
養
子
縁

組
な
ど
で
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方

は
「
認
定
請
求
書
」を
、
出
生
な
ど
に

よ
り
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る
子

ど
も
が
増
え
た
方
は
「
額
改
定
認
定

請
求
書
」を
児
童
家
庭
課
か
関
宿
支

所
、
各
出
張
所
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
手
当
は
、
申
請
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

◆
認
定
請
求
…
印
鑑
／
請
求
者
名
義

の
預
金
通
帳
／
請
求
者
の
健
康
保
険

証
の
写
し（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
加

入
者
は
、
別
に
年
金
加
入
証
明
書
が

必
要
と
な
る
場
合
あ
り
。
国
民
年
金

加
入
者
は
不
要
）

※
請
求
者
と
は
、対
象
と
な
る
子
ど
も

を
養
育
し
て
、主
に
世
帯
の
生
計
を
維

持
し
て
い
る（
所
得
の
高
い
）方
で
す

◆
額
改
定
認
定
請
求
…
印
鑑

　
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
住
民
登
録

が
野
田
市
以
外
の
場
合
は
、
い
ず
れ

の
請
求
も
、
別
に
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
　
月
以
降
の
手
当
の
詳
細
は
、
決
定

１０
次
第
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

    「
子
ど
も
手
当
」の

　
　
　
　
 支
給
期
間
が
延
長
に

　
市
で
は
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父

や
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
と
養
育
者
な
ど
の
家
庭
生
活
の

安
定
と
自
立
を
促
す
た
め
の
「
児
童

扶
養
手
当
」や「
養
育
者
支
援
手
当
」、

障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生
活
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
「
特
別
児
童

扶
養
手
当
」、「
特
別
障
害
者
手
当
」、

「
障
害
児
福
祉
手
当
」、「
経
過
的
福

祉
手
当
」を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　「
経
過
的
福
祉
手
当
」を
除
く
各
手

当
は
、
新
規
申
請
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
資
格
審
査
や
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、各
手
当
は
、物
価
の
変
動
で

決
定
さ
れ
る
た
め
、
４
月
か
ら
表
の

と
お
り
支
給
額
が
改
定
と
な
り
、
表

の
①
～
③
は
８
月
、④
・
⑤
は
５
月
の

振
込
分
か
ら
反
映
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】表
の
①
は
児
童
家
庭
課
、

②
～
⑤
は
社
会
福
祉
課

修
学
費
用
を
母
子
家
庭
の
母
に

支給額手当名称
 全部支給：４１,５５０円
 一部支給：４１,５４０円～９,８１０円1人①児童扶養手当

　養育者支援手当
　
※一部支給額は所得
に応じて変わります

 全部支給：４６,５５０円
 一部支給：４６,５４０円～１４,８１０円２人

児童１人増ごとに３,０００円加算３人
              ５０,５５０円②特別児童扶養手当（1級）
              ３３,６７０円③特別児童扶養手当（2級）
              ２６,３４０円④特別障害者手当

              １４,３３０円⑤障害児福祉手当
　経過的福祉手当

■■平成２３年４月分以降の支給月平成２３年４月分以降の支給月額額 母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に

　
　
　
　
　
     申
請
は
随
時
受
付

平成２３年９月ま　
　で 

　
就
職
や
転
職
の
た
め
に
資
格
を
取

得
し
た
く
て
も
、
経
済
的
に
厳
し
い

と
い
う
ご
意
見
を
母
子
家
庭
の
方
か

ら
頂
い
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
平
成

　
年
か
ら
「
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓

18練
促
進
費
」を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
資
格
】
看
護
師
／
保
健
師
／

理
学
療
法
士
／
作
業
療
法
士
／
美
容

師
／
保
育
士
／
介
護
福
祉
士
な
ど

※
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
修
学
が

必
要
と
な
る
も
の
が
対
象
で
す

【
対
象
者
】
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
か
同
様
の
所
得
水
準
で
、過
去

に
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

【
支
給
額
】
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
月
額
　
万
１
千
円
、
課
税
世
帯

14

の
方
は
７
万
　
円
で
、
修
学
の
全
期

500

間
が
対
象

※
　
年
４
月
１
日
以
降
に
修
学
す
る

24
方
は
、
修
学
期
間
の
残
り
の
２
分
の

１
の
み
が
対
象
で
す

◆
修
学
修
了
時
に
は
一
時
金
も

　
養
成
機
関
へ
の
入
学
時
の
負
担
を

考
慮
し
、　
年
４
月
１
日
以
降
に
入

20

学
し
た
方
を
対
象
に
、
修
学
修
了
後

に「
入
学
支
援
修
了
一
時
金
」を
支
給

し
て
い
ま
す
。

【
支
給
額
】市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
５
万
円
、
課
税
世
帯
の
方
は
２

万
５
千
円
　
　

　
４
月
か
ら
修
学
し
た
方
や
、す
で
に

修
学
中
の
方
は
、支
給
要
件
を
確
認
し

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

児
童
扶
養
手
当
や

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
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漁

4
月
１
日
付
発
令
市
の
人
事
異
動

部
都
市
整
備
課
主
幹（
兼
）都
市
整
備
課
長
補

佐
、田
中
保
夫
＝
都
市
部
梅
郷
駅
西
土
地
区
画

整
理
事
務
所
長
、糸
賀
初
男
＝
都
市
部
次
木
親

野
井
土
地
区
画
整
理
事
務
所
主
幹
、五
十
嵐

正
人
＝
保
健
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
長（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、井
上
薫
＝
保
健

福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
主
幹（
兼
）高
齢
者
福

祉
課
長
補
佐
、寺
田
幸
生
＝
保
健
福
祉
部
保
健

セ
ン
タ
ー
主
幹（
兼
）保
健
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
、

中
村
徳
夫
＝
児
童
家
庭
部
児
童
家
庭
課
主
幹

（
兼
）児
童
家
庭
課
長
補
佐
、工
藤
知
子
＝
児
童

家
庭
部
児
童
家
庭
課
主
幹（
兼
）児
童
家
庭
課

長
補
佐
、清
水
利
夫
＝
児
童
家
庭
部
人
権
施
策

推
進
課
主
幹（
兼
）谷
吉
会
館
長
、柏
倉
一
浩
＝

児
童
家
庭
部
男
女
共
同
参
画
課
長
、安
部
美

津
江
＝
会
計
管
理
者
付
主
幹

【
議
会
事
務
局
】
海
老
原
克
己
＝
主
幹

【
監
査
委
員
事
務
局
】山
崎
一
衛
＝
事
務
局
長

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
釜
田
正
雄
＝
生
涯

学
習
部
長
、細
井
弘
＝
生
涯
学
習
部
次
長（
兼
）

教
育
総
務
課
長
、中
村
正
＝
生
涯
学
習
部
教
育

総
務
課
主
幹（
兼
）教
育
総
務
課
長
補
佐
、上

原
定
夫
＝
生
涯
学
習
部
青
少
年
課
長

【
消
防
本
部
】
関
根
和
明
＝
消
防
長
、藤
井
文

明
＝
次
長（
兼
）消
防
署
長
、須
賀
田
静
＝
参
事

（
兼
）予
防
課
長
、上
原
忠
男
＝
総
務
課
長
、間

中
忠
＝
主
幹（
兼
）予
防
課
長
補
佐
、藤
井
定
夫

＝
警
防
課
長
、戸
辺
義
雄
＝
主
幹（
兼
）消
防
署

副
署
長（
兼
）管
理
係
長
、島
村
誠
＝
主
幹（
兼
）

中
央
分
署
長
、染
谷
文
夫
＝
主
幹（
兼
）北
分
署

長
、飯
 
久
夫
＝
主
幹（
兼
）南
分
署
長

【
水
道
企
業
事
務
局
】山
口
忠
一
＝
次
長（
兼
）

工
務
課
長

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し

た
。（
課
長
相
当
職
以
上
。
前
職
は
省
略
）

【
市
長
事
務
部
局
】勝
田
寛
行
＝
企
画
財
政
部

長
、今
村
繁
＝
総
務
部
長（
兼
）新
清
掃
工
場
建

設
支
援
担
当
、松
尾
師
孝
＝
土
木
部
長（
兼
）民

生
経
済
部
参
事
監（
兼
）野
田
市
関
根
名
人
記

念
館
担
当
、斉
藤
弘
美
＝
保
健
福
祉
部
長
、戸

辺
健
一
＝
企
画
財
政
部
次
長（
兼
）秘
書
広
報

課
長
、遠
山
康
雄
＝
総
務
部
次
長（
兼
）人
事
課

長
、磯
野
道
男
＝
総
務
部
参
事（
兼
）市
史
編
さ

ん
担
当
、町
田
藤
夫
＝
民
生
経
済
部
参
事（
兼
）

農
政
課
長
、木
村
安
雄
＝
土
木
部
次
長（
兼
）管

理
課
長
、岩
瀬
弘
＝
土
木
部
参
事（
兼
）道
路
建

設
課
長
、澤
田
美
治
＝
土
木
部
参
事（
兼
）用
地

課
長
、伊
藤
久
雄
＝
都
市
部
参
事（
兼
）愛
宕
駅

周
辺
地
区
市
街
地
整
備
事
務
所
長
、小
岩
井

邦
男
＝
都
市
部
参
事（
兼
）次
木
親
野
井
土
地

区
画
整
理
事
務
所
長
、野
口
隆
男
＝
児
童
家
庭

部
参
事（
兼
）人
権
施
策
推
進
課
長
、松
本
茂

＝
会
計
管
理
者
、岡
田
昭
＝
企
画
財
政
部
企
画

調
整
課
長（
兼
）鉄
道
建
設
促
進
担
当（
兼
）鉄

道
複
線
化
担
当
、中
沢
哲
夫
＝
企
画
財
政
部
秘

書
広
報
課
主
幹（
兼
）広
報
広
聴
係
長（
兼
）広

報
担
当
、古
川
浩
＝
企
画
財
政
部
課
税
課
長
、

染
谷
隆
徳
＝
総
務
部
行
政
管
理
課
長
、青
木
邦

夫
＝
民
生
経
済
部
市
民
課
長
、佐
賀
忠
＝
民
生

経
済
部
国
保
年
金
課
長
、小
菅
功
＝
民
生
経
済

部
関
宿
支
所
長
、相
島
一
美
＝
環
境
部
清
掃
第

一
課
長
、寺
田
誠
＝
土
木
部
管
理
課
主
幹（
兼
）

管
理
課
長
補
佐
、奈
良
幸
夫
＝
土
木
部
下
水
道

課
長
、中
村
晃
男
＝
土
木
部
用
地
課
主
幹（
兼
）

登
記
整
備
担
当
、北
野
浩
之
＝
都
市
部
み
ど
り

と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
、山
崎
孝
男
＝
都
市

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
働
き

な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
よ
う
と
、
平
成
　
年
度

14

に
策
定
し
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

総
合
対
策
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、母
子

自
立
支
援
員
に
よ
る
相
談
事
業
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
の
負
担
を
軽
く
し
、

仕
事
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

会
員
同
士
が
育
児
の
助
け
合
い
を
行

う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」
事
業
も
開
始
し
、
仕
事
や
急

な
都
合
で
保
育
所
の
送
迎
や
一
時
的

な
保
育
を
頼
み
た
い
方（
利
用
会
員
）

に
代
わ
っ
て
、
育
児
を
援
助
し
た
い

方（
提
供
会
員
）が
送
迎
や
保
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
方
は
、市
内
在
住
・
在

勤
で
６
か
月
か
ら
　
歳
ま
で
の
子
が

10

い
る
方
で
、利
用
料
は
、１
時
間
あ
た

り
、平
日
の
６
時
か
ら
　
時
ま
で
が
　

22

700

円
、平
日
の
前
記
以
外
の
時
間
と
土
・

日
・
祝
日
、年
末
年
始
が
　
円
で
す
。

900

ま
ず
は
会
員
登
録
を

　
利
用
会
員
の
登
録
は
、
事
前
に
入

会
説
明
会（
毎
月
開
催
）へ
の
参
加
が

必
要
で
す
。

　
提
供
会
員
の
登
録
は
、
入
会
説
明

会
と
基
礎
研
修
会（
全
３
回
）の
修
了

が
必
要
で
、
援
助
活
動
を
開
始
す
る

場
合
は
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
利
用
会
員

と
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５

０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
も
利
用
料
助
成

　
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
利
用

料
の
助
成
対
象
を
、
現
在
の
生
活
保

護
受
給
世
帯
と
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
加
え
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
も
拡
大

し
ま
し
た
。

　
助
成
額
は
、月
３
万
円
を
限
度
に
、

利
用
料
の
２
分
の
１（
送
迎
の
交
通
費

や
食
事
代
は
除
く
）で
、助
成
を
受
け

る
に
は
、
児
童
家
庭
課
で
の
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す（
会
員
証
持
参
）。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

－

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で

　
　
育
児
と
仕
事
の
両
立
を
支
援

ファミリー・サポート・センター活動の仕組み



禦

◆
平
家
物
語
を
楽
し
む
会
　
５
月
７

日
土
か
ら
毎
月
第
１
土
　
時
　
分
～

10

30

正
午
欅
の
ホ
ー
ル
で
。
武
田
 昌
  憲
 氏

ま
さ
 の
り

（
茨
城
女
子
短
期
大
学
教
授
）に
よ
る

解
説
。
資
料
代
な
ど
１
回
千
円
。
申

込
み
は
事
前
に
笛
木
☎
７
１
２
９
 

７
４
３
９
へ

◆
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
無
料
講
習
会

　
５
月
　
日
日
　
時
～
正
午
山
崎
小

15

10

学
校
体
育
館
で
。上
履
き
持
参
。見
学

自
由
。当
日
会
場
へ
。申
込
み
は
事
前

に
後
藤
☎
７
１
２
４
 
３
５
０
０
へ

◆
１
歳
児
サ
ー
ク
ル「
ま
め
っ
こ
」　

５
月
～
７
月
の
毎
月
第
３
火
、
８
月

　
日
火
　
時
　
分
～
　
時
　
分
北
コ

30

10

30

11

45

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
１
歳
児
の
親

子
。
先
着
　
組
。
申
込
み
は
４
月
　

15

20

日
水
～
５
月
　
日
月
に
フ
ァ
ク
ス
で

16

 
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ

く
☎
・
思
７
１
２
９
 
８
０
８
９
へ

◆
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課

程
）　
５
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎

19

10

27

週
木（
８
月
　
日
を
除
く
）　
時
～
　

11

14

16

時
総
合
福
祉
会
館
で
。全
　
回
。講
座

23

終
了
後
も
活
動
を
続
け
ら
れ
る
市
民
。

　
人（
抽
選
）。テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
。

25申
込
み
は
５
月
　
日
火
ま
で
に
野
田

10

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 

３
９
３
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
童
謡
の
会
　
４
月
　
日
金
　
時
　

29

13

30 －

－－

－

講
座
・
教
室

◆
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー（
初
級
）養
成

講
習
会
　
４
月
　
日
日
～
平
成
　
年

17

24

２
月
末
の
月
１
回
程
度
９
時
～
　
時
15

青
少
年
セ
ン
タ
ー
や
総
合
福
祉
会
館

で
。
キ
ャ
ン
プ
や
室
内
活
動
な
ど
。

子
ど
も
会
や
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
に
な

り
た
い
小
学
５
年
生
以
上（
子
ど
も
会

未
加
入
者
も
可
）。
講
習
会
終
了
後
、

千
葉
県
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
初
級
資

格
を
取
得
。
申
込
み
は
野
田
市
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
☎
・
思
７
１

２
３
 
８
２
５
２
へ

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
　
４
月
　30

日
土
　
時
　
分
～
　
時
　
分
、５
月

15

30

16

30

　
日
水
、　
日
木
　
時
～
　
時
中
央

11

19

17

19

公
民
館
で
。小
・
中
学
生
。先
着
　
人
。

10

費
用
千
円
。申
込
み
は
４
月
　
日
水
か

20

ら
鈴
木
☎
７
１
２
２
 
０
３
４
５
へ

◆
寺
子
屋
講
座
　
５
月
１
日
日
　
時
13

　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。
佐

30

15

30

藤
 聿
  風
 氏（
元
出
版
流
通
会
社
員
）に

の
ぶ
 の
り －

－

よ
る「
本
が
手
元
に
届
く
ま
で
」。先
着

　
人
。費
用
　
円（
高
校
生
以
上
の
学

20

500

生
　
円
）。申
込
み
は
直
接
か
電
話
で

250
 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６

８
５
１
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
　
①
卓
球
初
心
者
教
室
…
５
月

　
日
～
６
月
１
日
の
水
　
時
～
　

11

13

15

時
。
全
４
回
。　
人（
抽
選
）。　
歳
以

30

20

上
。
費
用
千
　
円
。ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。

500

②
楽
し
い
健
康
気
功
教
室
…
５
月
　18

日
～
６
月
　
日
の
水
　
時
～
　
時
　

15

11

12

15

分
。
全
５
回
。　
人（
抽
選
）。　
歳
以

30

30

上
。費
用
２
千
　
円
。申
込
み
は
①
は

500

４
月
　
日
金
、
②
は
５
月
６
日
金
必

29

着
で
電
話
か
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・
１

家
族
１
通
）で
、〒
　
 
０
２
２
５
平

270

井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１

401
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
企
画
展
関
連
講
座
「
古
代
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
・
勾
玉
を
つ
く
ろ
う
」　
５

月
５
日
木
　
時
～
正
午
郷
土
博
物
館

10

で
。先
着
　
人
。材
料
費
　
円
。
小
学

20

100

生（
保
護
者
同
伴
）。
申
込
み
は
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
郷
土
博
物
館
☎
７
１

２
４
 
６
８
５
１
・
思
７
１
２
４
 

６
８
６
６
へ

－

－

－－

－

～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

15

30

ホ
ー
ル
で
。「
花
の
街
」
や
「
さ
く
ら
」

な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。
資
料
が
必

要
な
方
の
み
　
円
。
当
日
会
場
へ
。

500

問
清
水
☎
７
１
２
２
 
３
９
５
１

◆
お
米
づ
く
り
ツ
ア
ー
２
０
１
１
　in

野
田
　
４
月
　
日
土
～
９
月
　
日
土

30

24

９
時
　
分
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム

30

前（
江
川
地
区
）集
合
。　
時
解
散
予

14

定
。全
５
回
。参
加
費
４
千
円（
４
歳

～
小
学
生
は
２
千
円
）。申
込
み
は
４

月
　
日
金
ま
で
に
飯
島
☎
　
 
３
５

29

090

２
４
 
２
８
９
１
へ

◆
モ
ー
ヴ
・
ア
ー
ト
展
　
５
月
２
日

月
～
７
日
土
９
時
　
分
～
　
時
　
分

30

16

30

（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）興
風
会
館
で
。

15

パ
ス
テ
ル
や
ア
ク
リ
ル
画
な
ど
約
　40

点
。問
上
田
☎
７
１
２
３
 
６
０
８
０

◆
千
葉
県
観
光
案
内
・
物
産
展
　
５

月
５
日
木
　
時
～
　
時
さ
わ
や
か
ち

11

16

ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。
県
内
各

地
の
観
光
案
内
や
物
産
品
の
展
示
販

売
。
問
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

☎
７
１
４
０
 
８
６
１
１

◆
北
墨
会
・
水
曜
会
合
同
水
墨
画
展

５
月
５
日
木
～
　
日
木
９
時
～
　
時

12

17

（
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終
日
は
　
時

13

15

ま
で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
約
　
点
。
問
大
隈
☎
７
１
２
９

50

 
４
６
０
９

◆
関
宿
城
博
物
館
で
昔
の
く
ら
し
展

　
５
月
　
日
水
～
６
月
　
日
日
９
時

11

26
－

－

－

－

－

－

～
　
時
　
分
（
平
日
は
　
時
か
ら
）。

16

30

10

昔
の
生
活
用
品
や
農
耕
具
な
ど
。入

館
料
　
円（
大
学
・
高
校
生
　
円
）。問

200

100

県
立
関
宿
城
博
物
館
☎
７
１
９
６
 

１
４
０
０

◆
野
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
ダ
ブ
ル

ス
）　
５
月
　
日
～
６
月
　
日
の
日

22

12

総
合
公
園
庭
球
場
で
。
男
子
、女
子
、

壮
年
。
参
加
費
１
組
３
千
　
円
。
申

500

込
み
は
５
月
６
日
金
ま
で
に
最
寄
り

の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
へ
。
問
川
間
グ
リ

ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
☎
７
１
２
９
 

１
０
５
５

◆
企
画
展「
巴
水
の
夏
」　
５
月
　
日
18

水
～
７
月
３
日
日
　
時
～
　
時（
入

10

17

館
は
　
時
ま
で
）茂
木
本
家
美
術
館

16

で
。川
瀬
 巴
  水
 の
版
画
の
展
示
。入
館

は
 
す
い

料
　
円（
小
・
中
学
生
　
円
）。予
約

７００

400

は
事
前
に
同
館
☎
７
１
２
０
 
１
４

８
９
へ

募
　
集

◆
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
共
に
歌
う

合
唱
隊
メ
ン
バ
ー
　
８
月
７
日
日
開

催
予
定（
場
所
は
文
化
会
館
）の
参
加

者
募
集
。
先
着
　
人
。参
加
費
３
千

100

円
。
希
望
者
は
４
月
　
日
金
市
役
所

29

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
の
説
明
会

に
参
加
。
申
込
み
は
５
月
　
日
火
ま

31

で
に
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
☎
を

明
記
）で
、〒
　
 
０
０
２
６
花
井
　

278

183

 
２
 
３
 
　
清
水
☎
７
１
２
２
 

405

－－

－

－

－

－

－

－

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影

響
で
、中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
主
催
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



魚

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎交通遺児指定寄附金に…諮１５,２４８円＝野
田商工福祉協同組合親睦会様
◎公立保育所へ…諮馬のぬいぐるみ＝社団
法人中山馬主協会会長西川賢様
◎社会福祉施設整備基金に…諮１００，０００円
＝野田商工会議所女性会様諮３４，５８５円＝普
門寺坐禅会代表宗藤幸生様
◎社会福祉施設に…諮「電話お願い手帳」１５０
冊・「ふれあい速達便」１５０冊ほか＝東日本電
信電話㈱東葛営業支店支店長石橋登様

　
時
～
　
時
に
直
接
住
所
地
所
轄
の

10

16

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
問
野
田
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
☎
７
１

２
４
 
８
１
５
５

◆
平
成
　
年
４
月
か
ら
ハ
エ
・
蚊
の

23

駆
除
用
薬
剤
の
配
布
中
止
と
薬
剤
噴

霧
用
機
械
購
入
の
補
助
を
廃
止
　
公

共
下
水
道
の
普
及
に
よ
る
住
環
境
の

改
善
の
た
め
。
問
環
境
保
全
課

◆
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業
「
し
ま

じ
ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
内
容
変
更

　
２
月
　
日
号
市
報
に
掲
載
し
た
６

15

月
５
日
日
開
催「
し
ま
じ
ろ
う
 み
ん

な
で
た
ん
け
ん
！
 み
な
み
の
し
ま
」

を「
し
ま
じ
ろ
う
 ふ
し
ぎ
な
も
り
の
 

も
の
が
た
り
」に
変
更
。す
で
に
購
入

済
み
の
チ
ケ
ッ
ト
は
有
効
。
全
席
千

　
円
。
前
売
り
は
文
化
会
館
、
イ
オ

500ン
ノ
ア
店
、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン
ド
ウ
川

－

間
店
、
い
な
げ
や
野
田
み
ず
き
店
な

ど
で
発
売
中
。
払
い
戻
し
希
望
の
場

合
は
文
化
会
館
で
。
問
文
化
会
館
☎

７
１
２
４
 
１
５
５
５

◆
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を

「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」
や「
わ
が
家
の
天

使
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。事
前
に
秘

書
広
報
課
へ

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、老
若
男
女
問
わ

ず
）・
会
費
（
月
は
月
会
費
、
○年 
は
年
会

費
、
○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
三
浦
綾
子
文
学
を
学
ぶ
会（
読
書

－

会
）　
毎
月
第
１
・
３
月
　
時
　
分
～

13

30

　
時
中
央
公
民
館
で
。
文
学
の
好
き

15な
方
や
興
味
の
あ
る
方
。
川
上
☎
７

１
２
２
 
８
５
６
０

◆
ア
ク
ア
・
ハ
ー
ト（
健
康
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
）　
毎
週
火
　
時
～
　
時
　
分

14

15

30

東
部
公
民
館
、毎
週
木
　
時
～
　
時
　

14

15

30

分
福
田
公
民
館
で
。無
料
体
験
あ
り
。

中
高
年
の
方
。月
３
千
円
。高
田
☎
７

１
３
８
 
３
７
５
６（
　
時
～
　
時
）

19

21

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ー
ガ
　
毎
週
鍾
　10

時
～
　
時
　
分
関
宿
中
央
公
民
館

11

30

で
。月
３
千
円
。
鈴
木
☎
７
１
９
８
 

０
２
１
９

◆
リ
ト
ル
ス
ワ
ン（
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ

レ
エ
）　
毎
週
金
　
時
～
　
時
　
分

16

17

30

福
田
公
民
館
で
。３
歳
～
小
学
生（
親

子
も
可
）。月
５
千
円
。塩
野
☎
　
 
２

090

５
２
８
 
６
７
１
６

－－

－

－

－

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：４９３件　　　  前年比（－２９件）
空 き 巣  １９件（－２２件）　忍び込み　１４件（＋４件）
ひったくり  ９件（－１件）　自動車盗　２３件（±０件）
自転車盗 １１６件（＋２４件）　車上狙い　６６件（＋２３件）
そ の 他　２４６件（－５７件）

野田警察署管内（平成２３年３月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：１６６件      前年比（＋　９件）
死亡者  ３人（＋３人）      負傷者 ２１５人（＋２８人）
            野田警察署管内（平成２３年３月３１日現在の暫定件数）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
３月の発生件数：１２件　   ２３年累計（３８件）
建物火災　６件（１０件）　　  　林野火災　１件（　２件）
車両火災　２件（　６件）　　　 そ　の　他　３件（２０件）

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

ごみ減量協力店のご利用を
　発泡トレイや牛乳パック、アルミ缶、
電池など、再利用できる資源をより多く
回収しようと、市内の小売店にご協力を
いただき「ごみ減量協力店」を設置して
います。 
　協力店では、品目に応じて資源の回収
や下取りを行ったり、簡易包装を実施し
たり、買い物袋の持参を呼びかけたりし
ています。
　協力店の一覧は、毎年４月に配布する
「ごみの出し方　資源の出し方」に掲載
しています。
　また、店頭にも、品目や実施の内容を
ステッカーで表示していますので、確認
の上、多くの皆さんのご利用をお願いし
ます。

３
９
５
１
へ

◆
自
衛
官
採
用
試
験
　
①
幹
部
候
補

生
…
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
、　

24

22

歳
以
上
　
歳
未
満（
例
外
あ
り
）の
方
。

26

試
験
日
は
５
月
　
日
土
。
②
一
般
曹

14

候
補
生
…
平
成
　
年
４
月
１
日
現

24

在
、　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
。
試

18

27

験
日
は
５
月
　
日
土
。
受
付
期
間
な

21

ど
の
詳
細
は
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所

☎
７
１
６
３
 
６
８
８
４
へ

◆
野
田
市
こ
ど
も
ま
つ
り
の
実
行
委

員
　
　
月
　
日
日
東
部
小
学
校
で
開

10

23

催
予
定
の
同
ま
つ
り
の
企
画
・
運
営
。

市
内
で
青
少
年
の
育
成
に
携
わ
っ
て

い
る
団
体
。申
込
み
は
４
月
　
日
月
～

25

　
日
木
に
電
話
で
青
少
年
課
へ

28◆
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
シ
ニ
ア
聴
講
生
　

①
指
導
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
平
成

－

　
年
３
月
ま
で
の
第
２
・
４
・
５
土
８

24時
　
分
～
　
時
　
分
市
内
各
小
学
校

45

11

15

で
。算
数
の
指
導
や
支
援
な
ど
。　
歳
18

以
上（
高
校
生
不
可
）。
指
導
者
の
み

謝
礼
あ
り
。
②
シ
ニ
ア
聴
講
生
…
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
算
数
や
漢
字
の

勉
強
を
し
た
い
　
歳
以
上
の
方
。
問

60

指
導
課

そ
の
他

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
所
の
廃
止
　

（
有
）高
村
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が

廃
止
に
。
問
高
齢
者
は
高
齢
者
福
祉

課
、
障
が
い
者
は
社
会
福
祉
課

◆
平
成
　
年
度
調
理
師
試
験
　
７
月

23

　
日
水
　
時
～
　
時
幕
張
メ
ッ
セ

20

14

16

（
千
葉
市
）で
。
県
内
在
住
の
方
は
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
願
書

に
記
入
し
、
５
月
　
日
火
～
　
日
木

17

19
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市報のだ　第１０９０号　平成２３年４月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５７,０３３人／男＝７８,８８８人、女＝７８,１４５人／世帯数６１,９５０世帯 （Ｈ２３．４．１現在）

ＤＶ（ドメスティック・バイオ
レンス）法の保護命令とは

《相談》見知らぬ業者から「電気料金が安く
なる。説明のために訪問したい。｣との電話が
あり了承しました。
　大手電力会社の関連会社であるとの話のた
め電力会社に問い合わせたところ、無関係で
した。どう対応したらよいでしょうか。

《アドバイス》中には訪問を受け、高額な電
気温水器やIHクッキングヒーターを勧めら
れたというご相談もあります。
　業者の訪問は安易に受けず、きっぱり断り
ましょう。もし、訪問や勧誘を受けた場合も、
その場ですぐに契約せず、複数の業者から見
積もりを取ってから検討するようにしましょ
う。　なお、不安な場合は消費生活センター
にご相談ください。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　５月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・１日日、４日水、１３日金…１０時～
　・８日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・１日日…１０時～、１５時３０分～、
　・３日火、5日木…１０時～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・４日水、７日土、１１日水
　　　　　　　　…１１時、１３時～
　

※いずれも対象は高校生以上。各ルームの利用には
　事前に本講習会の受講が必要です
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

ＤＶ法に保護命令の制
度があるそうですが、

どのような制度でしょうか。
保護命令とは、配偶者
から暴力を受けた際、

さらに配偶者から暴力を受
け、その生命や身体に重大
な危害が加えられるおそれ
がある場合に被害者の申し
立てにより地方裁判所が配
偶者に対し、「接近禁止命令」
と「退去命令」のどちらか、
もしくは両方の命令を発令
し、もし命令に違反した場
合は、1年以下の懲役又は
100万円以下の罰金が科さ
れる制度です。

　接近禁止命令とは、効力
が生じた日から6か月間、
配偶者の住居や勤務先など
の場所で配偶者につきまと
ったり、配偶者の近くを 徘 

はい

 徊 したりすることを禁止す
かい

る制度です。
　また、退去命令とは、効
力が生じた日から2か月間、
配偶者とともに生活をして
いる自宅などから退去する
ことを命令する制度です。　
　この制度は同居生活を継
続することによって配偶者
に対して、さらに暴力が加
えられないようにするもの
です。

Ｑ

Ａ

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

電気料金に関する電話勧誘にご注意

　
３
月
　
日
に
発
生
し
た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

11

震
」は
、
東
北
と
関
東
地
方
の
各
地
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
野
田
市
で
は
震
度
５
強
を
観
測
。
屋
根

瓦
の
落
下
や
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
倒
壊
、

堤
防
、道
路
、公
共

施
設
の
損
傷
な
ど

の
被
害
の
ほ
か
、

１
人
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
、５
人
の
方

が
負
傷
さ
れ
た
。

　
市
で
は
、
地
震

に
よ
る
道
路
の
亀
裂
や
陥
没
な
ど
の
応
急
処
置
や
復

旧
工
事
に
、
江
戸
川
河
川
事
務
所
で
は
、
堤
防
の
補

修
工
事
に
早
急
に
着
手
し
た
。

　
一
方
、市
と
ト
ラ
ッ
ク
協
会
野
田
支
部
で
は
、被
害

の
大
き
か
っ
た
被
災
地
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、
３

月
　
日
、　
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
現
地
か
ら
要
望

20

13

の
あ
っ
た
乳
幼
児
用
の
紙
お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
緊
急
支
援
物
資
を
載
せ
、
岩
手

県
野
田
村
へ
届
け
た
。

　
さ
ら
に
４
月
４
日

に
は
、
皆
さ
ん
の
善

意
で
集
ま
っ
た
日
用

品
や
下
着
、
市
販
薬

な
ど
合
計
　
箱
を
、

642

ト
ラ
ッ
ク
２
台
で
宮

城
県
 女
  川
 町
と
石
巻

お
な
 が
わ

市
へ
送
っ
た
。

震
災
に
よ
る
復
旧
を
進
め
る
一
方
で

　
　
　
　
　
　
被
災
地
へ
支
援
物
資
も通行止め区間も３月２２日解除に

細井 茜  里 ちゃん ・ 細井
あか り

 優  花 ちゃん 
ゆう か

（２０.１０.３０生・左）　 （１８.４.１１生・右）　
大久保 太  一 くん

た いち

（２１.８.７生）

９４８人からの支援物資を受付



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　【
譲
り
ま
す
】

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
譲
り
ま
す
」
の
連
絡
・
交
渉
の
開
始
日
は
、
市
報
が
お
手
元
に
届
き
次
第
で

し
た
が
、
公
平
性
を
期
す
る
た
め
、　

日
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２０

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

品
　
物
　
名

Ｌ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー

Ｌ
Ｄ
ソ
フ
ト

兜（
か
ぶ
と
）一
式

よ
ろ
い
兜（
か
ぶ
と
）

一
式

節
句
人
形

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

桐
だ
ん
す

購
入
年

昭
和
　５５

昭
和
　５５

～
平
成
　１０

平
成
　１６

不
明

平
成
　１７

不
明

平
成
　１２

不
明

希
望
金
額

無
料

無
料

３
千
円

２
千
円

２
千
円

無
料

無
料

１
万
円

備
　
　
　
考

パ
イ
オ
ニ
ア
製
・
要
修
理

映
画
、音
楽
ソ
フ
ト
・
約
　
枚
６０

兜
　
㎝
×
　
㎝
・
台
　
㎝

３６

２６

７５

　
㎝
×
　
㎝
・
ケ
ー
ス
付
き

４０

６５

　
㎝
×
　
㎝
・
男
児
用
・
ケ

５５

５０

ー
ス
付
き

シ
ン
デ
レ
ラ
、
ア
ラ
ジ
ン
、
白

雪
姫
、
美
女
と
野
獣
な
ど
・
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ビ
デ
オ
　
本
１１

観
音
開
き
・
白
色

連
　
絡
　
先

加
藤
緯
７
１
２
９
・
６
８
２
２

八
木
橋
緯
７
１
２
２
・
８
９
４
３

田
中
緯
　
・
６
１
７
１
・
１
６
７
４

０９０

種
山
緯
　
・
７
８
１
１
・
５
２
１
６

０９０

矢
部
緯
７
１
２
２
・
２
４
８
０

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
、
も

う
一
度
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
利
用
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
の
審

査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希
望
者
は
直

接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額
（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

―

て
く
だ
さ
い

※
生
き
物
や
食
品
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

５
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

◆
ご
み
収
集
＝
３
日
鍾
、４
日
鐘
、５
日

障
は
収
集
し
ま
す

◆
資
源
回
収
＝
３
日
鍾
、４
日
鐘
、５
日

障
は
収
集
す
る
予
定
で
す
が
、
４
月
　27

日
鐘
に
振
り
替
え
と
し
て
実
施
す
る
団

体
や
中
止
に
な
る
団
体
も
あ
り
ま
す
の

で
、
自
治
会
の
回
覧
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―

―

品
　
物
　
名

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

エ
レ
キ
ベ
ー
ス

男
児
洋
服

女
児
洋
服

プ
リ
ン
タ
ー

希
望
金
額

無
料
か
安
価

無
料

無
料

千
円
程
度

備
　
　
　
　
考

で
き
れ
ば
一
式

　
㎝
～
　
㎝
・
洋
服
・
木

１２０

１５０

間
ケ
瀬
小
体
操
服
・
ジ
ャ

ー
ジ
上
下

　
㎝
～
　
㎝
・
洋
服
・
木

１２０

１５０

間
ケ
瀬
小
体
操
服
・
ジ
ャ

ー
ジ
上
下

エ
プ
ソ
ン
製
・
Ｐ
Ｍ
７
４

０
Ｃ
、７
４
０
Ｄ
、８
４
０

Ｃ
、８
５
０
Ｐ
Ｔ
、８
６
０

Ｐ
Ｔ
の
い
ず
れ
か
１
台

連
　
　
絡
　
　
先

倉
持
緯
　
・
３
４
８
６
・
６
３
３
６

０８０

齋
藤
緯
　
・
９
８
１
３
・
９
６
２
７

０９０

（
　
時
～
　
時
）

１９

２１

小
林
緯
７
１
２
４
・
１
２
０
８

（
　
時
　
分
～
　
時
）

１６

３０

１９

　
３
月
　
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

１１

太
平
洋
沖
地
震
は
、各
地
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
、今
な
お
多
く
の
方
々
が
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、被
災
地
支
援
の
た
め
、日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
た「
東
北
関
東
大

震
災
義
援
金
」の
受
付
を
し
て
い
ま
す

（
取
扱
期
間
は
９
月
　
日
ま
で
）。

３０

■
市
の
窓
口
で
の
受
付
（
土
・
日
・

祝
日
・
施
設
休
館
日
を
除
く
）

【
時
間
】
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

【
場
所
】
社
会
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

　
番
窓
口
）、関
宿
支
所
、南
・
北
・
中
央

１３出
張
所
、公
民
館
、福
祉
会
館

※
募
金
箱
も
各
窓
口（
市
役
所
は
総
合

案
内
）に
設
置
し
ま
す
が
、領
収
書
が
必

要
な
方
は
、募
金
箱
に
は
入
れ
ず
窓
口

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

■
郵
便
局
で
の
振
込

【
受
付
方
法
】
郵
便
振
替

　
口
座
番
号「
0
0
1
4
0
 
8
 
5

　
0
7
」

　
口
座
名
義
　
日
本
赤
十
字
社
 東
北

　
関
東
大
震
災
義
援
金

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に「
氏
名
、住
所
、

　
電
話
番
号
」を
明
記
し
、窓
口
で
お
受

　
け
取
り
い
た
だ
い
た
半
券（
受
領
証
）

　
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
扱
の
場
合
、
振

　
替
手
数
料
は
無
料
で
す

―

―

被
災
地
に
義
援
金
を



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
の
予
防
接
種
を

　
麻
し
ん（
は
し
か
）は
、
春
先
か
ら
初

夏
に
か
け
て
流
行
し
、
感
染
力
が
非
常

に
強
く
、予
防
接
種
を
受
け
な
い
と
多
く

の
方
が
か
か
る
病
気
で
、
症
状
は
高
熱

や
発
疹
な
ど
で
重
症
化
す
る
と
肺
炎
や

脳
炎
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
指
定
医
療
機
関
で
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま

す
が
、転
入
な
ど
で
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
や
紛
失
さ
れ
た
方
は
、各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
①
満
１
歳
～
２
歳
未
満
の

方
②
小
学
校
就
学
前
の
方
＝
平
成
　
年
17

４
月
２
日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
③

18

中
学
１
年
生
相
当
の
方
＝
平
成
　
年
４

10

月
２
日
～
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
④
高

11

校
３
年
生
相
当
の
方
＝
平
成
５
年
４
月

２
日
～
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
接
種
期
限
】
①
は
満
２
歳
に
な
る
前

日
、②
③
④
は
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で

24

31

　
な
お
、接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
費
用
は

全
額
自
己
負
担（
有
料
）に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

 ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
再
開

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌

ク
チ
ン
は
、
国
か
ら
接
種
後
の
死
亡
事

例
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
念
の
た

め
一
時
的
に
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
が
、
国
の
専
門
家
の
会
議
で
評
価

を
行
っ
た
結
果
、
安
全
性
上
の
懸
念
は

な
い
と
さ
れ
た
た
め
、
市
で
も
４
月
１

日
か
ら
接
種
を
再
開
し
ま
し
た
。　

◆
ヒ
ブ
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
生
後
２
か
月
か
ら
５
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
、
助
成
回
数
は
接
種

開
始
年
齢
に
よ
り
４
回
ま
で
で
す
。

■ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種の指定医療機関（五十音順）
対象ワクチン

住　　所電話番号　 医 療 機 関 名　 小児用
肺炎球菌ヒブ

○○尾崎１４６４７１３７-７６６１アイレディースクリニック
○○中根１４０７１２２-１４１６青木胃腸科外科
○○野田１２２６７１２２-５７２３あらい内科クリニック
○○七光台４-2ロックタウンメディカルモール２階７１２９-７１４９あら山こどもクリニック
○○山崎１８５０-1メディカルプラザ１階７１２６-１９００梅郷痛みと内科のクリニック
ー○柳沢２０７１２４-７８６０遠藤産婦人科医院
○○野田６５４７１２２-２５１９岡田小児科医院
○○山崎１６４９－３７１２３-７７１１奥野循環器科クリニック
ー○上花輪６２８－１７１２４-５３１１門倉医院
○○目吹１２９０７１２２-９００２金本医院
○○宮崎１００７１２３-５９１１キッコーマン総合病院
○○横内２０－１７１２６-１１６６小張総合クリニック
○○桜台２４-2コージークリニックモール０１７１２６-２９２９桜台診療所
○○中根３６－１イオンノア店３階７１２６-２２８５スズキ皮フ科内科クリニック
○○上花輪新町３２－１４７１２２-１２２１須藤整形外科
○○木間ケ瀬２４２３－１７１９８-５１０８関宿中央医院
○○瀬戸１７９－９７１３８-２３３２瀬戸クリニック
ー○七光台４２８－５６７１２９-３５５７丹保医院
○○中根３６－１イオンノア店３階７１２６-８１１８たんぽぽこどもクリニック
○○尾崎８１５－２７１２９-３８１３豊泉医院
○○山崎貝塚町１１－１２７１２５-８３０８中島医院
○○山崎１７３７－２７１２１-０１７１野田南部診療所
○○中里１５５４－１７１２７-３２００野田病院
○○みずき二丁目１４－４７１２３-７１２１はたのこどもクリニック
○○花井２４９－５７１２３-３９００花井クリニック
○○尾崎８２３-2東武ファインビル２階７１２７-４１１２皮膚科東武川間
○○七光台４-2ロックタウンメディカルモール２階７１２７-８８００むらた内科循環器科クリニック
○○堤台５２-2７１２５-３７４１山縣医院
○○清水４１９７１２２-２３５９山崎外科内科

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
指
定
医
療

機
関
に
事
前
予
約
の
上
、
母
子
健
康
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、全

け
い

国
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
新
規
接
種
を
控
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
が
、新
し
い

情
報
が
入
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

子
宮
が
ん
検
診
は
５
月
　
日
か
ら

23

診
＝
５
月
　
日
鉦
か
ら
／
集
団
検
診
＝

23

６
月
２
日
障
か
ら

【
対
象
者
】
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

　
歳
以
上
の
女
性

20　
な
お
、集
団
検
診
の
日
程
と
場
所
は
、

市
報
５
月
　
日
号「
健
康
ガ
イ
ド
」の
カ

15

レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

　
５
月
　
日
か
ら
子
宮
が
ん（
個
別
・
集

23

団
）検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　
受
診
券
は
、過
去
３
年
間
に
１
度
で
も

受
診
し
た
方
と
、　
・
　
・
　
・
　
・
　
歳
の

20
30
40
50
60

節
目
の
年
齢
の
方
、新
規
に
申
し
込
み
を

し
た
方
に
、５
月
中
旬
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

　
新
た
に
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、電

話
か
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
集

団
検
診
の
新
規
申
込
は
５
月
末
ま
で
）。

【
日
程
】
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
検

　
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
一

般
健
診
に
、
歯
科
健
診
と
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
 

１（
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
）

抗
体
検
査
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
を
新
た ―

に
追
加
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

妊
婦
一
般
健
診
の
検
査
項
目
を
追
加



３０４
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

　　
　
単
に
鼻
炎
と
い
っ
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、
急
性
（
慢
性
）
鼻
炎
、
血
管
運
動
性
鼻
炎
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
は
、鼻
か
ら
吸
い
込
ん

だ
と
き
に
入
っ
て
く
る
異
物
を
排
除
し
よ
う
と
過

剰
反
応
を
起
こ
し
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
閉

（
鼻
づ
ま
り
）
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

　
と
き
に
風
邪
の
初
期
症
状
に
非
常
に
似
て
い
る

た
め
、
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
慢
性
鼻
炎
と
は
、鼻
の
穴
の
粘
膜
に
慢
性
的
に

炎
症
が
あ
る
病
気
で
す
。

　
鼻
風
邪
（
急
性
鼻
炎
）
が
長
引
い
た
り
、
繰
り

返
し
た
り
し
て
慢
性
鼻
炎
に
移
行
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
い
で
す
。

　
ま
た
、聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
に
血
管
運
動
性
鼻

炎
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
主
に
急
激
な
温
度
差
が
原
因
で
起
こ
る
鼻
炎
の

こ
と
で
、暖
房
の
効
い
た
暖
か
い
部
屋
か
ら
外
出

し
た
と
き
、
ま
た
、
お
風
呂
の
湯
気
な
ど
に
も
反

応
し
て
症
状
が
出
る
方
も
い
ま
す
。　
　（
N
・
Ｄ
）

ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
参
加
費
　
円
と
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

300

巾
、
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

効
率
よ
く
運
動
機
能
を
向
上

　
理
学
療
法
士
の
指
導
の
も
と
、
運
動
機
能
の
維
持

と
向
上
を
目
指
す
「
ち
ゃ
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
」
を
、
５

月
　
日
か
ら
８
月
　
日
ま
で
の
鉦（
全
　
回
）、　
時

16

22

12

13

　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開

30

15

30

催
し
ま
す
。

　
教
室
で
は
、　
か
ら
　
歳
ま
で
の
肩
こ
り
や
腰
痛
、

40

64

膝
関
節
な
ど
の
痛
み
で
運
動
不
足
の
方
や
、ひ
と
り
で

は
な
か
な
か
運
動
を
始
め
ら
れ
な
い
方
、家
の
中
で
過

ご
す
こ
と
が
多
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
効
率
よ
く
適

度
な
負
荷
が
か
か
る
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
や
柔
軟
体
操

を
中
心
に
、
楽
し
ん
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る

内
容
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
に
は
、
運
動
し
や
す
い
服
装
と
健
康
手
帳（
お

持
ち
の
方
）な
ど
が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、保
健
師
や
栄
養
士
、理
学
療
法
士

な
ど
に
よ
る
各
種
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

骨
を
丈
夫
に
す
る
教
室

　
保
健
師
と
栄
養
士
が
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
運
動
や

料
理
の
紹
介
な
ど
を
行
う
「
骨
太
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
日
程
は
、
①
５
月
　
日
鞘
保
健
セ
ン
タ
ー
、
②
５

20

月
　
日
鐘
北
部
公
民
館
で
、
い
ず
れ
も
９
時
　
分
か

25

15

ら
正
午
ま
で
で
す
。

　
対
象
は
、
お
お
む
ね
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
市
民

40

64

で
、
①
は
先
着
　
人
、
②
は
先
着
　
人
で
す
の
で
、

30

25

４
月
　
日
障
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
直
接
お

21

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
、
筆
記
用
具
、
健
康

手
帳（
お
持
ち
の
方
）、
上
履
き（
②
の
み
）と
、水
分
が

必
要
な
方
は
各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　
食
生
活
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
も
ら

お
う
と
、
５
月
　
日
鞘
９
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま

13

30

13

30

で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、「
保
存
も
で
き
る
お
弁
当
活
用

メ
ニ
ュ
ー
～
野
菜
た
っ
ぷ
り
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
」

を
テ
ー
マ
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
栄
養
士
に
よ

る
講
話
と
調
理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
市
民
の
方
で
、
定
員
は
先
着
　
人
で
す
の

30

で
、
４
月
　
日
鐘
か
ら
、
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ

20

　
ま
た
、
医
療
機
関
に
通
院
中
の
方
は
、
主
治
医
か

ら
参
加
の
許
可
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員
は
　
人
で
す
の
で
、
４
月
　
日
鐘
か
ら
電
話

20

20

か
直
接
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
で
言
語
訓
練
も

　
体
力
や
言
語
機
能
の
維
持
と
向
上
を
目
指
す
、
リ

ハ
ビ
リ
教
室
「
き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
」
を
保
健
セ
ン
タ

ー
で
毎
月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、　
歳
か
ら
　
歳
ま
で（
介
護
保
険
サ
ー
ビ

40

64

ス
利
用
者
を
除
く
）で
、病
気
や
け
が
な
ど
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
や
失
語
症
な
ど
で
言
葉

が
出
に
く
い
方
、
外
出
の
機
会
が
少
な
い
方
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
体
操
や
歌
、

言
語
訓
練
な
ど
を
楽
し
く
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
に
は
開
催
日
や
時
間
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ち
ゃ
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ

は
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

 運
動
や
料
理
の
教
室
で

　
  　
　
　
　
楽
し
く
健
康
づ
く
り

鼻
炎
も
い
ろ
い
ろ



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

中毒
１１０番

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／
　
時
～
　
時
／

１９

２２

☎
♯
８
０
０
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
　
（
　
）
９
９
３
９

０４３

２４２

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
毎
月
第
３
・
４
土
曜
日
／
　
時
～
　
時
／
関
宿

１３

１６

南
部
公
民
館
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
―
３
０
５
０

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
　
日
・
　
時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
　（
　
）９
９
２
２（
無
料
）

０７２

７２６

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、ク

ラミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ
型肝炎の検査も同時に検査
できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談胃がん検診栄　養歯　科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

５
月

受付：９時３０分
　　～１１時３０分

会場：下記会場

受付：８時
　　　～９時３０分

会場：下記会場

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
受付：１０時～１６時

会場：下記会場

受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時

会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、
３歳６か月で通知
両親学級の申し込
みは電話で

会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接
種のみ＝１３時１５分～
１３時３０分／ポリオ＝１３
時１５分～１４時１５分

会場：下記会場
麻しん風しん混合、
ジフテリア百日せき
破傷風、ジフテリア
破傷風、日本脳炎は各
医療機関で実施中

◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝豊泉医院（緯７１２９－３８１３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日１
月２

◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝石井医院（緯７１２２－２４３４）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）火３
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝鈴木医院（緯７１２４－５６８３）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）水４
◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）木５

保健センター金６
土７

◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０－５３５５）／◯内 ＝花井クリニック（緯７１２３－３９００）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日８
保健センター栄養相談会

（保健センター）
両親学級Ⅰ－①
（保健センター）月９

関宿保健センター保健センター栄養相談会（正午まで）
（関宿保健センター）

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１０

関宿保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水１１

未熟児等健康相談
１３時～１３時２０分七光台会館関宿保健センター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）木１２
精神保健福祉相談
１４時～１６時（予約制）保健センターポリオ

（関宿保健センター）金１３
土１４

保健センター
（日曜検診）日１５

◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝岡田小児科医院（緯７１２２－２５１９）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）

保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

両親学級Ⅰ－②
（保健センター）月１６

女性のための健康相談
１４時～１６時（予約制）保健センター三歳児健康診査

（保健センター）火１７
ＨＩＶ抗体（エイズ）検査
９時～１０時（予約制・匿名・無料）※北コミュニティセンター三歳児健康診査

（保健センター）水１８
精神障害者デイケアクラブ小枝の会
１０時～正午（予約制）

保健センター・
谷吉会館北コミュニティセンター離乳食講習会・栄養相

談会（保健センター）
２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）木１９

精神保健福祉相談
１４時～１６時（予約制）北コミュニティセンター金２０

土２１
◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝スズキ皮フ科内科クリニック（緯７１２６－２２８５）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日２２

北コミュニティセンター両親学級Ⅱ
（保健センター）月２３

精神保健福祉相談
１４時～１６時（予約制）保健センター１歳６か月児健康診査

（保健センター）火２４
関宿保健センター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）
３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水２５

島会館保健センター３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（関宿保健センター）木２６

保健センター栄養相談会（１３時から）
（関宿保健センター）

三歳児健康診査
（関宿保健センター）金２７

土２８
◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝うちだ内科クリニック（緯７１２７－８１８１）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日２９

保健センター栄養相談会
（保健センター）

両親学級Ⅰ－③
（保健センター）月３０

福田公民館栄養相談会（１３時から）
（関宿保健センター）

１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）

ポリオ
（保健センター）火３１


